





















































































































































1910 19151920 1925 1930 1935 1940 1945
北海道 26 84 1，710・　3、628 7，672 9，41438，273 96，206
青　森 4 5 28 30 258 374 2，175 3，260
岩　手 3 8 29 1ユ7 555 1，071 3，721 12，112
宮　城 3 6 111 141 778 904 2，015 8，836
秋　田 0 ，　　3 54 30 214 334 1，678 7，068
山　形 20 4 89 73 272 330 1，048 2，206





茨　城 6 21 42 484 656 1，306 3，87713，635
栃　木 9 22 84 193 5ig 886 2，Qgl 10272，
群　馬 29 22 246 1，438 1，272 2，006 4，544 12，812
埼　玉 5 4 25 669 1，043
??「
4，884 11，620
千　葉 7 29 25 1，172 1，330 2，690 4，88613，234
東　京 348 548 2，053 10，81833742， 53，556 87497， 101，236
神奈川 50 64 5145，561 9，794 14410， 24，842 64494，
新　潟 6 16 61 515 1，242 1，607 4，365101108
富　山 1 5 17 1，347 1，403 1，641 3β76 3，984
石　川 3 1 43 206 L184 3，851 5，169 8，850
福　井 3 56 40 289 2，099 7，201 11，725 20，597




長　野 17 14 348 1，640
??，
5，373 8，152 26，406
岐　阜 12 15 215 2，380 5，15310，986 20，09329，182
静　岡 6 27 114
????
4，548 7，427 15，726 23，245
愛　知 42 104 4059，733 23543， 51，461 77，951 142，484
コ　重一　　　　　　　　　一 76 24 123 1，586 8，092 4，75711660レ 23，283
滋　賀 4 30 138 1，09ユ 3257， 5，759 7，79213，225
京　都 53 87 856 6，978 17，31742128， 67，698 691900
大　阪 206 3984，弓94 31186073，622 202，3113 2，269333，354
兵　庫 75 203 2，562 7，800 15，96446，589 115，154 144，318
奈　良 35 20 2981，092 4239， 6，578 9，232 13，531
和歌山 23 56 111 1，943 5，881
??，
11，298 23709，
鳥　取 3 7 178 2ユ7 836 1，516 2，678 7，385
島　根 31 46 512 5001，782 3β67 7，146 19，824
岡　山 48 59 526 1，001 2，963 7，988 11，887 36，526
広　島 24 23 958 4，025 7，189 17，385 38，221 84886，
山　口 163 494 1640， 4795， ユ0，858 27347， 72，700 144，302
徳　島 12 23 32 521 427 1，166
???
1，861
香　川 5 14 58 342 576
??，
2，214 6173，
愛　媛 10 34 59 656
??，
3，092 5，506 15553，
高　知 3 28 109 240 971 1，108
???
10，153
福　岡 335 541 6，798 13，357 25838， 39865， 116，864．205，452
佐　賀 34 107 475 709 1，157 3，538 8，69324512，
長　崎 173 350 2，242 2，4074944， 7，229 18，144 61，773
熊　本 62 103 359 9181，303 2，470 5，69919，540
大　分 187 168 535 1，045
??，
5，102 8，04631，037
宮　崎 30 12 189 3041，341
??， ??，
12391，
鹿児島 18 55 320 173．　　635 1，236 3，22018，592
沖　縄 0 0 5 ユ5 29 68 109 106


































































































































































八王子市 荏原郡 豊多摩郡 北豊島郡 南足立郡 南葛飾郡 西多摩郡
！919 4 0 719 34 12 2 0
1920 ? ? ? ? ? ? ?
1921 41 166 459 489 29 113 17
1922 26 191 780 885 172 169 30
1923 ? ? ? ? ? ? ?

























































































































麹町区 神田区 日本橋区 京橋区 芝　区 麻布区 赤坂区 四谷区
1919 67．7 17．0 27．3 164．4 7．3 36．4 55．1 27．7
1920 ? ? ? ? ? ? ? ?
1921 100．0 100．0 100．0 　　　，P00．0 100．0 100．0 ！00．0 100．0
1922 165．6 107．4 127．319 ．2 118．3 79．5 161．1244．4
1923 ? ? ? ? ? ? ? ?
1924 162．5 80．3 254．5 3712 23L7 134．1 188．8861ユ
1925 14L7 100．0 368．2384．9 341．5 238．6 205．6833．3
1926 288．5 105．9 522．7 495．960．0 368．2 172．2
??．???
1927 310．4 82．8 709．1602．7 564．6 3U．4 216．7
??．???
















1932 271．9 164．6 381．8 928．8
??．???
43L8 372．2 927．8
1933 274．0 165．4 390．91，001．4
??．???
452．3 283．3 955．6




1935（？）〃 〃 〃 ? 〃 〃 〃 〃
牛込区 小石川区 本郷区 下谷区 浅草区 本所区 深川区 　小　計i水上生活者を含む
1999 5．9 14．0 15．1 1．5 7．1 12．4 23．5 16．0
1920 ? ? ? ? ? ? ? ?
1921 100．0 100．0 100．0100．0 100．0 100．0 100．0 100．0
1922 119．9 83．！ 103．7 59．7 74．8 164．6 184．3 ！18．8
1923 ? ? ? ? ? ? ? ?
1924 92．3 84．8 55．3 149．3 116．1745．1 600．7200．6
1925 104．1 96．1 89．5 19LO 140．6 809．7 820．9244．3
1926 104．1 165．2 121．0 255．2 187．7
??．???
941．8 315．4
1927 152．1 183．7 173．1 283．6 205．8
??．??? ??．???
366．0
1928 242．1 215．2 234．7 459．7 344．51， 32．7
??．???
569．0
1929 219．5 178．7228．3 413．4 402．62，056．6 2，225．5623．9
1930 214．9 290．0 207．3 462．7 407．7
??．??? ??．???
561．4
1931 210．4 309．6 191．8 565．7 539．4
??．??? ??．???
576．6
1932 219．0 406．2 182．6441．8 595．5
??．??? ??．???
665．4
1933 271．9 ? 199．5 820．9 574．22，988．5
??．???
737．1
1934 322．6 565．7 232．9 962．7 564．5
??．???
3チ267．3 929．3





八王子市 荏原郡 豊多摩郡 北豊島郡 南足立郡 南葛飾郡 西多摩郡
1919 9．8 0 156．6 7．0 41．4 1．8 0
1920 ? ? ? ? ? ? ?
1921 100．0 100．0 100．0 100．0 100．010 ．0 100．0
1922 63．4 ！15．1 169．9 180．9593．1 149．6 176．5
1923 ? ? ? ? ? ? ?
1924 492．7 594．0 139．2278．3 65．5 698．2 1，417．6
61925 297．6 839．8 238．6 351．7 510．3 834．5 735．3
1926 73．2 1，175．3 298．0 600．6 513．8700．9 235．3
1927 46．3
??．???
421．4． 505．3 620．71，147．8 747．1

































1935 〃 〃 ? ? ? ? 〃
南多摩郡 北多摩郡 郡部小計 東京府合計 資料 第2表に同じ．
1919 0．0 0．0 56．9 33．1
1920 ? ? ? 65．6
1921 100．0 100．0 100．0 100．0
1922 450．0 355．3 177．0 143．2
1923 ? ? ? ?

























1934 0．1 3．4 65．6
??．???











































八王子市 　　　　「`原郡 豊多摩郡 北豊島郡 南足立郡 南葛飾郡 西多摩郡
1919 0．4 0 67．1 32 1．1 Q．2 0




14．2 15．1 0．9 3．5 0．1
1922 0．6 4ユ 16．8 19．1 3．7 3．6 0．6
1923 ? ? ? ? ? ?
1924 2．4 11．8 7．6 16．2 02 9．4 2．9
1925 1．1 12．9 10．1 15．9 1．4 8．7 1．2
1926 0．2 14．7 10．3 22．2 1．1 6．0 0．3
1927 0．1 12．0 15．1 1ユ 8．1 0．8
1928 0．1 14．0 ．9．6 17．7 1．8 12．3 2．3
1929 0．2 14．5 ’　10，9 18．1 1．2 13．1 0．8
1930 0．2 15．3 11．8 17．8 1．3 13．4 0．8
1931 0．7 17．2 17．2 18．8 1．6 12．6 0．2
1932 0．7 22．1 7．6 18．1 1．7 14．0 0．1
1933 0．8 23．0 7．6 17．7 1．6 12．9 0．2
1934 1．1 21．7 7．0 19．0 1．4 16．5 0
1935 ? 〃 〃 〃 〃 〃 〃
南多摩郡 北多摩郡 郡部小計 東京府合計??????????????????0???
??
???????????


















































































































































































（o／．）　O 10 20 30 40 50 60 70 80 90　100
　　（％）
i労働者 爾、 『農燭 葺騨i難霧・．・其他職藁：・：　　　　．　　　●　　　■　　　● 非就業人口
ユ920 76．6 1．6 1．6 0．3 2．3 17．6
1930 60．0 3．6 0．5 0．1 8．1 27．5
1940 42．1 5．8 0．7 0．3 2．6 48．5




















































h労働煮「： （【。業 巧農業’漁　　、鶴扇蟹一双、．．．．．　　，　．呂o9I職灘簸・∵其他職業∴ 非就業人口
1920 36．6 5．3 0．0 2．2 0．3 55．6
1930 61．6 1．0 0．0 0．3 2．4 34．7
1940 31．4 7．3 0．0 1．1 1．9 58．3









































































1 9　20　年 1 9　30　年
（人） （％） （対日本人比％） （人） （％） （対日本人比％）
農　　　業 13 0．6 一 256 0．7 一
水　産　業 『 一 一 36 一 一
鉱　　　業 22 0．9 一 861 2．4 26．3
土石採取夫 21 一 836 2．3 44．1
工　　　業 724 29．1 一 9β26 25．7 12．3
土工道路線路工夫 87 0．2 5，479 15．1 23．9
硝　子　職 123 2．1 679 1．9 7．9





? 9 （124） （1．0）
裁断工裁縫工 20 0．1 303 0．8 0．6
靴草履下駄職 9 一 231 0．6 3．6
商　　　業 239 9．6 一 2，465 6．8 3．6
店員売子
? ? 576 ユ．6 0．3
露店商行商
? 「》 570 1．6 2．0
物品販売業主 9 ? 563 1．6 0．3





? 669 1．8 2．1
仲仕運搬夫 9 9 526 1．5 4．2
逓　信　業 7 0．3 ｝ 23 ｝ 一
公務自由業 120 4．8 一 437 1．2 一
其他有業者 95 3．8 0．3 4，437 12．2 6．1
日　　　雇
? 9 2，924 8ユ 16．4
雑　役　夫
? 9 705 1．9 3．1
掃　除　夫
? ? 515 1．4 7．3
家事使用入 2 一 一 ユ42 0．4 　
無職及本業無 1，167 46．9 一 15，660 43．2 0．1
学生生徒
?
一 3，741 10．3 0．4
























































































































































































































求人数（A） 求職数（B） 就職数（C） C／A％ C／B　％ A／B　％
1924年 185 809 146 78．9 18．0 22．9
1925年 287 1β47 154 53．7 U．4 21．3
1926年 293 1，503 175 59．7 11．6 19．5
1927年 227 1，537 145 63．9 9．4 14．8
1928年 247 935 94 38．1 10．1 26．4
合目計 1，239 6，131 714 57．6 11．6 20．2
資料　金賛汀『雨の働i堤』75ページ，原資料は東京職業紹介所調査．
注　　1928年は9月20日までの数値．
均して20．2％であり，求職者に対する就職者は同じく11．6％にすぎない。朝
鮮人労働者に対する求人需要がこうした公的職業紹介機関において極めて少
なかったことは明らかである。求人数に対する就職者の割合が57．6％と低か
ったところがら判断すると，その就業条件もかなり劣悪であったものと推察
される。紹介機関への求人の少なさが上記の資料にも述べられていた民族的
な差別待遇ともあいまって朝鮮人労働者の足を当該機関から遠ざけていたも
　　　　　　　（19）
のと思われる。
（19）一般に朝鮮人労働者の賃金水準は日本人のそれに比べると6－8割に留まる低廉な
　ものであった。民族差別的な賃金については多くの資料が残されているが，さしあた
　り大阪市社会部調査課〔1924〕78ページ以下，中央職業紹介所「大正13年　東京府下
　在留朝鮮人労働者に関する調査」（朴慶植〔1975〕第1巻）434ページ以下，内務省社会
　局第1部「大正13年7月　朝鮮人労働者に関する状況」（同上）463ページ以下の賃金
　調査の項を参照。
　　ところで東京府社雄魂〔1936〕（朴丼鉢〔1975〕第1巻1027ページ）によれば1924年の
　世帯員，独身者の就職手段は各々「知人の紹介」（30．0％，40．8％）「職業紹介所」（48．1
　％，16．1％）「保護団体」（4．9％，16．9％）「自分で」（11．3％，13．1％）であったとい
　うから，1920年代の末期になって朝鮮人労働者による職業紹介機関の利用は次第に増
　えていたのかもしれない。しかし，この時点においても「知人の紹介」，「保護団体」
　の比重は依然として高い。もっとも1920年代においては日本人の就職手段も公的職業
　機関の仲介を主としていたわけではなかった。むしろ縁故募集の割合は従業員100入国
　上の規模で見た場合，特に不況期には支配的ですらあった（安春植『終身雇用制の日
　韓比較』，論創社，1982年，98－99ページ，西成田豊「満州事変期の労使関係」（『一橋
　大学研究年報　経済学研究』26，1985年，249ページ）。
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　そして以上に述べてきた特定職種にたいする限定された就業手立ては朝鮮
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（20）人労働老の集住傾向を一層固定化し，また促進していったものと思われるg
IV　ま　と　め
（1）1920年代において在日朝鮮人人口は全国的に急増したが，東京の場合，
それは特に顕著であった。そして東京における彼等の増大は震災以降の復興
事業の進展に対応して階層構成を大きく変化させ，不熟練労働者，なかでも
土木建築労働者中心のそれへと内容を変えていた。工業化の進展の中での流
入増ではあったが，朝鮮人労働者の職種はわずかな例外職種を除けば工場労
働の分野には殆んど拡大せず，相互に流動的であったと思われる低級な不熟
練労働の範囲に留まっていた。
（2）新東京朝鮮入の階層構成の変化は移住地域の分布にも直接的に反映し
た。在日朝鮮人が就業してい拳主要な職種は土木建築関連のそれであってt
彼等に対する労働力需要を主として創り出していたのは隅田川下流，芝浦一
帯の埋立，臨海工業化であったから，隣接する本所，深川の“川向こう”，南
葛飾，北豊島北部，荏原郡では彼等の人口がとりわけ急増した。それは“西
の方向”への発展を基調としていた1920年代の東京府下における一般人口の
推移とは大きく異なる展開であった。在日朝鮮入の急増地域は震災被害の甚
大な区域が多かったが，そうした地域では日本人の復帰，増加をはるかに上
回る急速なテンポで増大がみられた。
（3）在東京朝鮮入の就業は公的機関においても日本人との聞で民族的に差
（20）東京府社会課〔1929〕によれば，1928年時点において朝鮮人労働者10名以上を収容
　する「人夫部屋」は市内に194ヶ所，郡部に295ヶ所存在していた。主要な存在地域は
　深川区（87）芝（19）の両区と北豊島（79）荏原（59）南葛飾（57）豊多摩（51）北多摩
　（28）の各郡であったが，ここにも既に見てきた朝鮮人人口と同様の地域的分布を確
　認することができる。
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別されていたから，その就業職種，就業形態は独特の特徴を持つにいたった。
1920年代の在日朝鮮人の急増諸区域はいずれも震災による廃虚化，居住条件
の劣悪化がもっとも甚だしく，従って人口流出も激しい地域であったが，そ
のことは在日朝鮮人に日本人との間に相対的には摩擦を生まない居住空間を
提供することになった。またそれらの区域は地価の低廉さ，交通の更といっ
た点ではもともと経済的に有利な条件を持っていたから，復興計画の進展に
伴って工業化の中心地域となり，その工業化の展開につれて土木建築関連の
不熟練労働の就業機会を生みだす場所ともなっていった。そして在日朝鮮人
の就業は自由労働者の立会い就業を除けば一般労働市場を通してではなく，
親類，知人，親睦団体を頼って集団的になされる場合が多かったが，そうし
た就業実態が就業場所の地域的な偏りともあいまって彼等の集住傾向に一層
拍車をかけたものと思われる。
（4）なお，本稿の主たる分析対象ではなかったが，在日朝鮮人の出身地域
が偏在し，また戦時期になってその偏在性が変化していたこと，朝鮮人の対
外流出が対日のみならず対中国東北へと展開していたことを考慮するならば，
朝鮮人移民の問題については旧植民地圏全域を対象としたグローバルな考察
が必要といえよう。
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